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（５７）（５７）　テレビを持ち歩く　テレビを持ち歩く
 　　　　　　中国版ワンセグ　　　　　　中国版ワンセグ「ＣＭＭＢ」「ＣＭＭＢ」

　中国独自の第３世代（３Ｇ）携帯電話規格「ＴＤ－ＳＣＤＭＡ」の試験サービスが開始され、中国携帯
電話業界の３Ｇ時代が始まった。そんな中、モバイル向けテレビ放送が「３Ｇサービス」の目玉サービス
として、大きく注目されている。北京五輪期間中、「ＣＭＭＢ（中国モバイル・マルチメディア通信業界基準）」
は中国で最も成熟したモバイル放送技術として、２０００万人近くのユーザーに携帯電話やバス・タクシー
などで利用され、固定テレビなみの放送品質であると好評を浴び、話題となった。
<img src="http://pic.d.jw.jiji.com/edit/pict/daily/200809/03ch01g.jpg" align="left">　ＣＭＭＢは
Ｃｈｉｎａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇの略称である。携帯電話や携帯
情報端末（ＰＤＡ）、ＭＰ３／ＭＰ４プレーヤー、デジタルビデオカメラ、デジカメ、ノートパソコンなどの
モバイル端末向けに開発された放送技術であり、放送衛星と地上基地局によって端末に放送信号が伝
送される＝図、ＣＭＭＢ公式サイトから。送信原理は一般テレビとほぼ同じで、「持ち歩くテレビ」技術
である。
　ＣＭＭＢは全国ローミングでき、現
在は全国３７都市でサービスが提供さ
れ、将来は３２０数都市でサービス予
定である。コンテンツとしては、２５チャ
ンネルのテレビ放送と３０チャネルの
ラジオ放送を提供している。現在はま
だテスト段階のため無料で放送してい
るが、順調であれば２００９年から商
用化予定である。
　北京五輪での実績によってＣＭＭＢ
の商用化が期待されているが、まださ
まざまな問題を抱えている。ＣＭＭＢ
は本当に成功できるのだろうか？

　◇ＣＭＭＢ商用化の問題点

　１）ライバルの存在
　通信政策を担う工業・情報化部とチャイナモバイルの全面的な支援を受けているＴＤ－ＳＣＤＭＡ技
術向けのモバイル放送技術「ＴＤ－ＭＢＭＳ」が強力なライバルとして挙げられる。ＴＤ－ＭＢＭＳはテ
レビ放送だけでなく、通信ネットワークを利用するためインタラクティブな番組選択・予約等の機能も
持っている。また電信部門主導の技術であるため、中国携帯電話向けのモバイル放送市場において、Ｔ
Ｄ－ＭＢＭＳが優位に立つことが予測できる。
　先にサービス展開が進んでいるＣＭＭＢを制限するため、工業・情報化部はＣＭＭＢ搭載の携帯端末
の発売を拒否したが、国家広電総局はモバイルテレビ放送のコンテンツ管理・提供者でもあるので、電
信部門も完全にＣＭＭＢを拒絶することもできない。モバイルテレビの最大市場である携帯電話市場で
ＣＭＭＢがどれほど存在感を出せるのかは、工業・情報化部と国家広電総局の交渉次第だとも言える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページに続く）




